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法人の財務状況

平素より、当法人の運営に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
この度、令和 3年 1月、第 7回『ホワイト企業大賞』の『特別賞』という誠に光栄で素晴らしい賞を当法人が受
賞いたしました。
この『ホワイト企業大賞』（ホワイト企業大賞企画委員会（企画委員長天外伺朗氏））は、『ホワイト企業』を

『社員の幸せと働きがい、社会への貢献を大切にしている企業』と定義されており、私たちが暮らす日本の社会に
『ホワイト企業』がどんどん増えてほしいとの願いが込められ、今年度で第 8回目の開催を迎えられています。

特別賞『一期一会賞』

『ホワイト企業大賞』の『特別賞』は、働きがいのある自由闊達な組織作りが社員の幸福に繋がるとして、創意工
夫された取組みを実践され、社会に多くの喜びをもらたしている企業におくられます。そこで、各組織ごとに特徴
を表した表彰名で表彰されています。
表彰状には、
『「一期一会賞」貴法人は　利用者職員に関係なく　一人一人に向き合って活動した結果として　利用者の家族
の感動を生み　大変なことが発生する中で　職員が誰一人もやめない環境をつくっています　その真摯な活動
に敬意を示し　ここに表彰します』

といった旨書かれていました。私たちにとっては、もったいないくらいのお言葉で、涙が出ずにはいられない表彰
であり、利用者のみなさん、ご家族のみなさん、スタッフのみならず、当法人に関係する全ての方々にとって喜び
合える受賞内容だったと思っております。
まだまだ未熟でこれから研鑽していかなければならない法人です。これからも、当法人に関わる全ての方に対し、
幸せを実感していただける法人となれるよう研鑽を重ねていく所存です。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

令和 2年11月、厚生労働副大臣山本博司さま、公明党島根県本部のみなさま、総勢 5名のみなさまに当法人まで
視察に来ていただきました。
この度は、島根県さまよりの推薦を受けて、ご来所いただくこととなり、貴重で光栄なご機会をいただくことと
なりました。平成31年 3 月の『日本でいちばん大切にしたい会社』大賞の受賞が、この度の推薦の大きな理由の一
つであったと伺っております。私たちの誇れる特色は、『正規スタッフ離職者ゼロ』（令和 3年 7月現在10年 4 ヶ月
継続）です。あくまで振り返ってみての副産物であると思っておりますが、自分たちの職場を誇りに思うことがで
き、幸せを感じられる場所であるなら幸せだと思いますし、少しでもそのような場所を創ること、そうすることが
サービスの質の向上にも繋がっていくものだと思っています。
視察の当日は、施設内をご案内させていただき、その後、これまで取り組んできたこと、日頃心掛けていること
などお話させていただきました。
拙い経験の中での話でしたので、十分なことはできなかったと思います。ただ、私たちの拙い経験が、多くの皆
さまの今後の飛躍の一助になれるとしたら幸せに思います。
この度は貴重で光栄なご機会をいただきましたこと、重ねて御礼申し上げます。ありがとうございました。
 

資産の部 負債の部
当年度末 前年度末 増　減 当年度末 前年度末 増　減

流動資産 59,066,131 62,318,403 -3,252,272 流動負債 9,813,265 13,075,794 -3,262,529
　現金預金 22,310,599 27,307,986 -4,997,387 　事業未払金 4,369,944 4,810,141 -440,197
　事業未収金 35,188,659 34,219,395 969,264 　１年以内返済予定設備資金借入金 0 2,100,000 -2,100,000
　貯蔵品 1,566,873 791,022 775,851 　職員預り金 0 772,871 -772,871

　賞与引当金 5,443,321 5,392,782 50,539
固定資産 525,666,712 521,874,087 3,792,625 0
　基本財産 306,109,850 281,121,056 24,988,794 固定負債 0 0 0
　　土地 28,059,950 28,059,950 0 　設備資金借入金 0 0 0
　　建物 272,876,167 248,986,660 23,889,507 負債の部合計 9,813,265 13,075,794 -3,262,529
　　建物附属設備 4,173,733 3,074,446 1,099,287 純資産の部
　　定期預金 1,000,000 1,000,000 0 基本金 10,870,000 10,870,000 0
　その他の固定資産 219,556,862 240,753,031 -21,196,169 　第１号基本金 1,000,000 1,000,000 0
　　建物 1,031,371 1,156,154 -124,783 　第３号基本金 9,870,000 9,870,000 0
　　建物附属設備 780,396 983,244 -202,848 国庫補助金等特別積立金 150,991,335 135,483,383 15,507,952
　　構築物 3,846,197 2,893,603 952,594 その他の積立金 199,546,181 225,936,975 -26,390,794
　　機械及び装置 833,353 547,887 285,466 　人件費積立金 8,832,110 7,702,975 1,129,135
　　車輌運搬具 2,184,332 1,131,252 1,053,080 　修繕積立金 24,037,368 23,684,091 353,277
　　器具及び備品 11,031,932 7,642,791 3,389,141 　備品等購入積立金 7,500,000 7,500,000 0
　　ソフトウェア 303,100 461,125 -158,025 　施設・設備整備積立金 154,994,222 183,062,855 -28,068,633
　　人件費積立資産 8,832,110 7,702,975 1,129,135 　工賃変動積立金 4,182,481 3,987,054 195,427
　　修繕積立資産 24,037,368 23,684,091 353,277 次期繰越活動増減差額 213,512,062 198,826,338 14,685,724
　　備品等購入積立資産 7,500,000 7,500,000 0（うち当期活動増減差額） -11,705,070 -5,631,259 -6,073,811
　　施設整備等積立資産 154,994,222 183,062,855 -28,068,633
　　工賃変動積立資産 4,182,481 3,987,054 195,427 純資産の部合計 574,919,578 571,116,696 3,802,882

資産の部合計 584,732,843 584,192,490 540,353 負債及び純資産の部合計 584,732,843 584,192,490 540,353

貸借対照表 （単位：円）

区　　　　分 金　額 構成比
就労支援事業収入 11,024,907 3.23%
障害福祉サービス等事業収入 200,031,535 58.63%
借入金利息補助金収入 84,209 0.02%
経常経費寄付金収入 158,500 0.05%
受取利息配当金収入 1,416,515 0.42%
その他の収入 3,176,721 0.93%
施設整備等補助金収入 28,588,169 8.38%
積立資産取崩収入 39,943,247 11.71%
前期末支払資金残高 56,735,391 16.63%

合　　　　計 341,159,194 100.00%

令和２年度収入内訳 （単位：円）

（令和 3年 3月31日）

区　　　　分 金　額 構成比
人件費支出 159,175,819 46.66%
事業費支出 25,789,569 7.56%
事務費支出 25,207,141 7.39%
就労支援事業支出 11,104,415 3.25%
支払利息支出 44,100 0.01%
設備資金借入金元金償還支出 2,100,000 0.62%
固定資産取得支出 51,226,640 15.02%
積立資産支出 11,815,323 3.46%
当期末支払資金残高 54,696,187 16.03%

合　　　　計 341,159,194 100.00%

（単位：円）令和２年度支出内訳

【ご来所いただきましたみなさま】

厚生労働副大臣　山本博司さま

島根県議会議員　遠藤力一さま

島根県議会議員　吉野和彦さま

出雲市議会議員　福島孝雄さま

出雲市議会議員　錦織　稔さま

■就労支援事業収入 ■障害福祉サービス等事業収入
■借入金利息補助金収入 ■経常経費寄付金収入
■受取利息配当金収入 ■その他の収入
■施設整備等補助金収入 ■積立資産取崩収入
■前期末支払資金残高

■人件費支出 ■事業費支出
■事務費支出 ■就労支援事業支出
■支払利息支出 ■設備資金借入金元金償還支出
■固定資産取得支出 ■積立資産支出
■当期末支払資金残高

第 7回「ホワイト企業大賞」の「特別賞」を受賞いたしました

厚生労働副大臣山本博司さま、公明党島根県本部のみなさまに
当法人まで視察にきていただきました

島根県知事丸山達也さま（左から 2番目）へ受賞のご報告。また、同大
賞応募に際し、推薦者のTERAMOTO社会保険労務士法人代表社員寺本
健太郎さま（左から 4番目）とも一緒に。

雲南市副市長（雲南市長職務代理者当時）吉山治さま（左から 3番目）へ
受賞のご報告。

『ホワイト企業大賞』のホームページはこちらから⇒
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生活介護事業所

ほっとらいふ雲南
就労継続支援Ｂ型事業所

きすきの里

放課後等デイサービス事業所

ひなたぼっこきすき
心と心をつなぐ日々の活動

新型コロナウィルスの影響でなかなか行きたいところへはお出かけが出来ない
状況や、梅雨や寒い冬など、外遊びのしづらくなる時期。休日は家族で何をして
過ごそうかな…、お家にいるとどうしてもメディアの時間が増えてしまう…、そう
いったお悩みもきっとたくさんあるのではないでしょうか。
そんなご家族を応援するプロジェクト『F

ふ ぁ み え
amille  B

ぼ っ こ
occo』

（「Famille」はフランス語で「家族」の意味です）を今年度から、ひなたぼっこを利
用しておられる児童さんとそのご家庭を対象に始めました！
ひなたぼっこを半日開放し、季節に合わせた様々なイベントを、子どもたちの成長を一緒に見
守ってくださっている地元の企業さんにも協力していただきながら企画していきます。
お父さんお母さんとだけでなく、おじいちゃんおばあちゃんや、きょうだいさんも一緒に参加し
ていただけます。みんなで休日の午前中をひなたぼっこで一緒に楽しく過ごそう！というプロジェ
クトです。
また、普段なかなか会って話す機会のない保護者さん同士の交流の場にもなればと思ってい
ます。
今年度の第 1回目は 7月に家族のお揃いTシャツを作る企画でした。参加されたご家族の子ども
さんがロゴをデザインし、お店では買うことのできない素敵なTシャツがそれぞれ完成しました！
今後もご家族で楽しめるような企画を検討していく予定です‼

私たちの、生活についてご紹介します。
ほっとらいふ雲南では、午前中はレクリ
エーション、午後からは創作的なことを中
心に活動しています。
午前中のレクリエーションでは、巨大ジェンガを使用したハラハラどきどきジェンガ大会、個
人戦やチーム対抗で得点を競い合うディスゲッター！白熱玉入れ対決などほっとらいふはいつも賑
やかです！
また天気の良い日は外出して気分転換もしています。
午前中のレクリエーションは利用者皆さんの意見を聞き職員主体ではなく
利用者さんに今日は何がしたいか、利用者さん同士で声を掛け合ってもらい
決めています。
レクリエーション中も、利用者さんが準備や点数付けなど役割を持たれ利用者さん、職員一体と
なって取り組んでいます！
午後からの創作活動では、季節に合わせた飾りを作り展示をし皆さんの個性豊かな作品が施設内
を彩り輝いています！

一年の中で、利用者さんだけでなくほっとらいふメンバー全員で楽しむイベント
を年に数回開催しています。
昨年は、コロナ禍の中で新型コロナウィルス感染症対策に留意し様々なイベン
トを開催しました！
その中でも、 1月に開催したパソコンとスクリーンを用いたオンライン初詣
は、施設にいながら本当に初詣に行った気分になり画面に映る神社を皆さんで
参拝しました。

また、途中からは巫女に扮した職員の登場で笑いと歓声で大盛り上がりのオンライン初詣でした！

きすきの里では、企業の下請け内職作業、
宅配弁当、お菓子作り、事業所外作業、毎日
様々な作業に取り組んでいます。

今年もトマトミックスソースの時期になりました！
きすきの里では、福祉事業所との連携として、『トマトミックスソース』作りをしています。
きすきの里では、ソースつくりに欠かせない、加工トマトの栽培がはじまりました。
農業サポーターの方に、専門的な知識や技術を教わりながら今年も2か所の畑で栽培して

います。
夏頃には、真っ赤に実った完熟トマトを収穫し、加工を行い秋前には『ミックスソース』を

お届けできます。お楽しみに。

前年度に続き、コロナ禍の中で取り組んでいるのが、『手作りマスク』『手作りお菓子』販売を継
続して取り組むとともに、新メニュー・新商品の開発にも取り組み収益に繋げていきます。

季節の食材を取り入れ、栄養バランスに配
慮したメニューを月～金曜日まで毎日お届け
します。ご相談等、まずお問合せください。
TEL：0854-42-1635

法人理念『地域と共に暮らす喜びをめざし』を基本とし、一人ひとりに合った『働く』への支援を行
うとともに、きすきの里で仕事をすることに、やりがいや喜びを感じみんなで協力し合いながら、日々
取り組んでいます。
今年度は、この春、学校を卒業された方 2名を新しくお迎えし、22名のメンバーでスタートしています。

ひなたぼっこってどんなところ？こどもたちは日頃どんな様子で活
動しているのかな？などなど、ひなたぼっこについて知りたい方、ご
興味のある方のために常時見学を受け付けています。
施設内の見学や説明などスタッフが対応いたします。子どもたち

のいる時間帯の見学であれば、きっと「見て見て！こんなことできる
よ！」とたくさんアピールの声がかかってくるのではと思います。施
設内や子どもたちの様子を見ていただき、ひなたぼっこについて知っ
て頂く機会になればと思います。
また、雲南ひまわり福祉会のホームページ内のひなたぼっこブログ

にも、子どもたちの日頃の活動の様子の一部をご紹介しています。ご
興味のある方はぜひご覧ください！

法人開所当時から使用している浴室が20年を経て、この度新しく生まれ変わりました。
改修後綺麗になった浴室は温もりのある心地良い空間に生まれ変わり、日々の疲れを癒しリフ
レッシュできます！
利用者さんの皆さんより、

「綺麗なお風呂になったね」「気
持ちい～」など声を頂き大好評
です！

ひなたぼっこの見学 受け付けています。

家族活動応援プロジェクト『F
ふ ぁ み え
amil le　B

ぼ っ こ
occo』始めました。私たちのほっとらいふ！

更に “安心で ”！“綺麗な ”！ほっとらいふの浴室に生まれ変わりました！

1年の楽しみ！？季節ごとの様々な行事！

就労活動がんばっています

トマトのミックスソース　　　売れに売れています

『手作りマスク』『手作りお菓子』～販売しています～

『手作り宅配弁当』

昨年はコロナ禍の中で
こんな事しました！

皆でお花見に行きました！
白熱！玉入れ対決！

オンライン初詣！

創作活動の時間に作りました！


